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薩
摩
藩
士
の
家
に
生
ま
れ

た
田
尻
は
、
明
治
か
ら
大
正

に
か
け
て
、
大
蔵
官
僚
と
し

て
、
ま
た
、
経
済
・
財
政
学

者
と
し
て
輝
か
し
い
業
績
を

残
し
た
。

１
８
８
０
（
明
治
１３
）
年

に
は
、
専
修
学
校
（
現
・
専

修
大
学
）
を
、
米
留
学
時
代

の
仲
間
と
共
に
創
立
。
専
修

学
校
の
ほ
か
現
在
の
東
京
大

学
、
一
橋
大
学
、
早
稲
田
大

学
、
学
習
院
大
学
な
ど
で
も

経
済
学
や
財
政
学
の
講
義
を

行
い
、
後
に
大
蔵
官
僚
・
経

済
学
者
と
し
て
活
躍
す
る
人

物
を
多
数
輩
出
し
た
。

本
展
示
で
は
、
専
修
大
学

と
鹿
児
島
県
歴
史
資
料
セ
ン

タ
ー
黎
明
館
に
よ
る
新
た
な

「
知
の
発
信
」
と
し
て
、
鹿

児
島
が
生
ん
だ
偉
人
・
田
尻

稲
次
郎
の
生
涯
と
業
績
を
紹

介
す
る
と
と
も
に
、
日
本
近

代
に
お
い
て
財
政
学
が
国
家

形
成
に
果
た
し
た
役
割
を
紹

介
す
る
。

１２
月
３
日
に
は
記
念
講
演

会
（
原
口
泉
・
志
學
館
大
学

教
授
が
講
演
）
と
専
修
大
学

創
立
１
３
０
周
年
記
念
映
画

『
学
校
を
つ
く
ろ
う
』
の
上

映
会
が
開
か
れ
、
多
く
の
市

民
が
訪
れ
た
。

同
１８
日
に
も
同
映
画
上
映

会
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催

さ
れ
る
。
問
い
合
わ
せ
は
専

修
大
学
大
学
史
資
料
課
（
☎

０３
・
３
２
６
５
・
５
８
７

９
）
へ
。

専
修
大
学
創
立
者
の
一
人
、
田
尻
稲
次
郎
（
１
８
５

０
～
１
９
２
３
）
を
紹
介
す
る
企
画
展
「
日
本
の
財
政

学
を
築
い
た
薩
摩
藩
士
～
専
修
大
学
創
立
者
・
田
尻
稲

次
郎
の
生
涯
～
」
が
鹿
児
島
市
の
鹿
児
島
県
歴
史
資
料

セ
ン
タ
ー
黎
明
館
で
始
ま
っ
た
。

漢
字
伝
来
か
ら
近
代
表
記

が
登
場
す
る
明
治
時
代
ま
で

―
―
。
日
本
語
表
記
の
変
遷

を
、
専
修
大
学
図
書
館
の
蔵

書
な
ど
で
た
ど
る
、
図
書
館

特
別
展
「
和（
や
ま
と
し
）う

る
わ
し
―
日
本
の
文
字
と
書

物
の
歴
史
」が
、専
修
大
学
サ

テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
（
１１

月
１２
日
～
同
２３
日
）
と
神
田

キ
ャ
ン
パ
ス
（
１１
月
２６
日
～

１２
月
３
日
）で
開
催
さ
れ
た
。

期
間
中
２
会
場
合
わ
せ
て
約

１
３
０
０
人
が
訪
れ
た
。

展
示
は
密
教
の
経
典
『
金

剛
頂
一
切
如
来
真
実
摂
大
乗

現
證
大
教
王
経
』
の
写
本（
国

立
国
語
研
究
所
蔵
、
神
田
キ

ャ
ン
パ
ス
の
み
の
展
示
）、鎌

倉
時
代
初
期
に
書
写
さ
れ
た

『
古
今
和
歌
集
』（
重
要
文
化

財
）や
仮
名
文『
源
氏
物
語
』

「
桐
壺
」「
空
蝉
」、
平
安
後

期
の
仮
名
文『
栄
花
物
語
』、

色
彩
豊
か
な
奈
良
絵
本
『
七

夕

の

さ

う

し
』（
江
戸
初

期
）
な
ど
計

６５
点
。
初
公

開
と
な
る
展

示
も
あ
り
、

訪
れ
た
人
々

は
貴
重
な
書

物
に
見
入
っ

て
い
た
。

期
間
中
、

斎
藤
達
哉
文

学
部
准
教
授

（
日
本
語
学
）

に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、講
演
会
も
催
さ
れ
、

書
家
と
し
て
も
活
躍
す
る
仲

川
恭
司
文
学
部
教
授
が
「
漢

字
の
伝
来
か
ら
日
本
の
文
字

文
化
へ
」、屋
名
池
誠
・
慶
應

義
塾
大
学
教
授
が
「
文
字
は

ど
こ
に
向
い
て
い
る
か
」
、

高
田
智
和
・
国
立
国
語
研
究

所
准
教
授
が
「
漢
文
訓
読
が

日
本
語
に
与
え
た
影
響
」
を

そ
れ
ぞ
れ
講
演
し
た
。

大
学
院
経
済
学
研
究
科
政
策
科
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
／

ド
イ
ツ
か
ら
講
師
招
き
、
脱
原
発
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
…
…
…
…
…
…
…
❷

「
東
日
本
大
震
災
と
復
興
」
大
学
院
公
開
講
座
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
２
…
…
…
…
…
…
…
❸

教
育
研
究
振
興
協
力
資
金
募
金
寄
付
者
芳
名
（
２
０
１
１
年
７
月
１
日
～
１０
月
３１
日
）
❹

石
鳳
会
計
研
究
会
が
全
国
大
学
対
抗
簿
記
団
体
戦
３
級
で
優
勝
❽

寄
稿
「
津
波
体
験
を
自
動
車
改
良
に
」石
巻
専
修
大
学
理
工
学
部
・
山
本
憲
一
教
授
❾

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
１２
月

６
日
、
首
都
直
下
型
地
震
を

想
定
し
避
難
訓
練
を
行
い
、

学
生
約
４
０
０
人
が
参
加
し

た
。正

午
過
ぎ
、
授
業
中
の
１０

号
館
の
３
教
室
に
、
訓
練
用

の
緊
急
地
震
速
報
が
流
れ
る

と
学
生
た
ち
は
頭
に
か
ば
ん

を
乗
せ
、
机
の
下
に
入
る
な

ど
で
落
下
物
を
避
け
た
あ

と
、
職
員
の
誘
導
で
外
に
避

難
し
た
∥
写
真
。

専修大学フィルハーモニー管弦楽団

の第３９回定期演奏会が１２月３日、東京

多摩市「パルテノン多摩」で開催され

た＝写真。

プログラムは、ヴェルディ『運命の

力』序曲に続きサン＝サーンスのバイ

オリン協奏曲第３番（ソリスト：松田

理奈さん）、チャイコフスキーの交響

曲第４番。指揮の三河正典氏は、楽曲

の特性を生かしたダイナミズムあふれ

る構築をするとともに、弦の響板や管
よ いん

の響きの鳴り止まんとする余韻を丁寧

に紡ぎ、行き届いた指導が感じられ

た。９００人を超える観客は、一歩前に

進んだ「専フィル」を感じたことだろ

う。 （Ｓ･Ｋ）

石
巻
専
修
大
学

特
別
展
「
和
う
る
わ
し
―

日
本
の
文
字
と
書
物
の
歴
史
」

鹿児島から
「知の発信」

▲ 書家としても活躍する仲川教授が講演

日日本本語語表表記記のの変変遷遷をを図図書書館館蔵蔵書書ででたたどどるる

▲ 日髙義博理事長・学長（中央）

らがテープカット

第３９回専フィル定期演奏会

本
学
創
立
者
の
一
人

田
尻
稲
次
郎

業
績

伝
え
る
企
画
展
始
ま
る

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の

交
響
曲
第
４
番
な
ど
披
露

▲ サテライトキャンパスでのギャラリートーク

学生４００人が参加

日本の財政学を築いた薩摩藩士

生田キャンパスで初の避難訓練

▲ スタートした田尻稲次郎企画展の会場

▶

作
品
に
見
入
る
学
生
た
ち

∥
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

特
集
・
課
題
解
決
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

６
・
７
面
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